
 

 

 

C（52 才女性アルバイト、イメージが残る。辞めたい）： 

 

事件は、A さんのメールとネットで知った。ニュースは食い入るように見た。 

誰か知っている人が出るかと思ったが出なかった。 

27 日に呼ばれて事情聴取を受けた。まだ、ホテルは警察がいろいろ調べているよう

で、なんとなく恐かった。氏名や年齢、住所などのほか何年務めているかとか、容疑者を

知っているかなどを聞かれたが、10 分もかからなかった。 

 

事件の翌々日にもともと担当日だったので、出てくれないかと言われたが、断った。

オーナーから、給料を払っているので、責任を果たしてくれと責められた。嫌だったが、

出勤した。 

まだ、警察が来たのでびっくりした。オーナーからはもう終わっていると聞いていた

のに。どうして、まだこんな状態で営業を開始しようとしたのかオーナーに腹が立った。

その上、102 の清掃をしてほしいと、オーナーの妻に言われたが、それだけは、申し訳な

いが断った。 

その日 A さんがなんだかイライラしており、オーナーと言い合っていた。A さんは、日

ごろから気の強い人だが、事件後は自分にもよく当たる。自分が 102 の清掃を断った

からだと思う。きっと、血まみれの部屋だったのだろう。見ていないのに、イメージが湧

いてくる。夢にも、血まみれの部屋が出てくる。 

 

D さんが辞めると言っているので、自分も辞めようと考えている。 

 

D さんは、やたらごめんなさいという。D さんが謝るようなことではないのに。 

今後続けるとしても、夜は一人ではこわい。あの部屋には絶対入りたくない。 

 

ホテルが怖い。1 階全般が怖いが、特に 102 の方向が怖い。オーナーのうちにいく時

も、遠回りをしてしまう。 

  


